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ただ 仰向けに 倒れな か つ たばかり だ つ たそうで ある、 

しんや まじめ 

松 村 信 也 氏 —— こう 真面目に 名のった ので は、 この 話 

の 模様 だと、 御 当人 少々 極り が 悪い かも 知れない。 信 

也 氏 は 東 II 新聞、 学芸 部の 記者で ある。 

何しろ 胸 さきの 苦し さに、 ほとんど 前後 を 忘 じ 

たが、 あとで 注意す ると、 環海 ビ ルジ ング —— 帯 暗 白堊、 

五 階 建の、 ちょうど、 昇って 三階 目、 空に 聳えた 滑 か 

に 巨大なる 巌を、 みしと 切 組んだ ようで、 芬と 湿り を 

帯びた 階段 を、 その上へ なお 攀上 ろうとす る 廊下で 

あった。 いうまでもな いが、 この ビル ジン グを、 礎 

から 貫いた 階 子の、 さながら 只 中に 当っていた。 



は、 会場に さし 向う、 すぐ 目前、 紅 提灯に 景気 幕 か、 

なでしこ 

時節 がら、 藤、 つつじ。 百合、 撫子な どの 造花に、 

あおむら さき さんぜん 

碧 紫の 電燈が 燦然と 輝いて II いらっしゃい II 受 

附 でも 出張って いる 事、 と 心得違い をして いたので。 

どうやら、 これ だと、 見た 処、 会が 済んだ あとのよ 

うに 思われる。 

—— まさか、 十 時、 まだ 五分 前 だ —— 

立って いても、 エレべ エタ ァは 水に 沈んだ ようで 動 

いしばし ご 

くと も 見えない から、 とにかく、 左へ 石 梯子 を 昇り は 

じめ た。 元来 慌て ものの せっかちの 癖に、 かねて 心臓 

が 弱くて、 ものの 一町と 駆 出す ことが 出来ない。 かつ 



て、 彼の 叔父に、 ある 芸人が あつたが、 六十 七 歳に し 

て、 若い ものと 一所に 四国に 遊んで、 負けない 気で、 

鉄枴ケ 峰へ 押 昇って、 煩って、 どっと 寝た。 

聞いて さえ 恐れ をな すのに —— ここ も 一 種の 鉄枴ケ 

さわ や しろたえ 

峰で ある。 あまつさえ、 目に 爽 かな、 敷 波の 松、 白妙 

なぎさ 

の 渚 どころ か、 一毛の 青い もの さえない。 …… 草 も 

木 も 影 もない。 まだ、 それでも、 一階、 二階、 は ッはッ 

さじき つら 

肩で 息ながら 上る うちに は、 芝居の 桟敷 裏 を 折曲げて、 

つった げいしゃ おさらい 

縦に 突立て たように II 芸妓の 温習に して 見れば、 I 

うち すそもよう くし 

I 客の 中な り、 楽屋う ちな り、 裙 模様 を 着けた 草、 櫛 

さした 木の葉の 二 枚 三枚 は、 廊下へ ちらちらと こぼれ 



て 来よう。 心 だのみ の、 それが 仇で、 人け がな さ 過ぎ 

ると、 虫 も 這わぬ。 

心 は 轟く、 脉は 鳴る、 酒の 酔 を 円 タクに 蒸されて、 

汗ばんだ の を、 車 を 下りてから 一度 夜風に あたった。 

息 もっかず、 もうもうと 四面の 壁の 息 を 吸つ て 昇る 

のが 草い きれに 包まれながら、 性の 知れない、 魔 もの 

の 胴中 を、 くり 抜きに、 うろつい ている 心地が する の 

はきけ 

で、 たださえ 心臓の 苦しい のが、 悪 酔に 嘔 気がついた。 

身悶え を すれば 吐きそう だから、 引返して 階下へ 抜け 

るの さえ むずかしい。 

つっぷ あおむ 

突 俯して、 (ただ 仰向けに 倒れない ばかり) であった 



ぎ 上る の を —— 下山の 間際に 視た ことがある。 

思 出す、 あの …… 五十 段ず つ 七 折ば かり、 繋いで 掛 

け、 雲の 桟 に 似た 石段 を —— 麓 の 旅籠 屋で、 かき 玉 

の 椀に、 きざみ 昆布の つくだ 煮 か、 それ はいい、 あろ 

う 事 か、 朝酒 を 煽りつ けた t 勢 で、 通しの 夜汽車で、 

疲れたの を 顧みず —— 時 も 八月、 極暑に、 矢 声を掛け 

て 駆 昇った 事が ある。 …… 

i- 吸が 切れ、 目が 眩む と、 あたかも 三つ 目と 想う 段 

の 継目の、 わずかに 身を容 るるば かりの 石の 上へ 仰ぎ 

倒れた。 胸 は 上の 段、 およそ 百ば かりに 高く 波 を 打ち、 

足 は 下の 段、 およそ 百ば かりに 震えて 重い。 いまにも 



胴中から 裂けそう で、 串戯 どころ か、 その 時 は、 合掌 

し まっさお ひざかり みみず 

に 胸を緊 めて、 真 蒼に なって、 日 盛の 蚯蚓での びた。 

まんなか 

叔父の 鉄枴ケ 峰で はない。 身延 山の 石段の 真中で 目 を 

瞑ろうと したので ある。 

上へ も、 下へ も、 身動きが 出来ない。 一滴の 露、 水 

がなかった。 

酒 さえの まねば、 そう もなる まい。 故郷 も 家 も、 く 

いのち じ ゆず 

るく ると 玉に 廻って、 生命の 数珠が 切れそう だった。 

が、 三十 分ば かり、 静 としていて 辛うじて 起った。 I 

I もっとも その 折 は 同伴が あって、 力 をつ け、 介抱し 

た。 手 を 取って 助ける のに、 鎚 つて 這う ばかりにして、 



あいね ずみ しま 

翼に 藍 鼠の 縞が ある。 大柄な この 怪しい 鳥 は、 

まるまげ 

円！ I 曲が 黒かった。 

目鼻立ち のばらり とした、 額の やや 広く、 鼻の 隆ぃ 

のが、 …… 段の 上から と、 廊下から と、 ニケ処 の電燈 

もろは 

のせい か、 その 怪しい 影 を、 やっぱり 諸 翼の ごとく、 

両方の 壁に 映しながら、 ふらりと 来て、 朦朧と 映った 

おんな かおり ぷん 

が、 近づく と、 こっちの 息 だか 婦の 肌の 香 だか、 芬 

とに おって 酒臭い。 

「酔って ますね、 ほほ ほ。」 

はす は おんな あいさつ 

蓮 葉に 笑った、 婦の 方から。 —— これが 挨拶ら しい。 

が、 私が 酔って います、 か、 お前さん は 酔って るね、 



「どうなさい ました、 まあ。」 

「何の 事はありません。」 

鉄枴ケ 峰で は 分るまい …… 

「身延 山の 石段で、 行 倒れに なった ようなん です。 口 

も 利け ない 始末です がね、 場所 は どこです、 どこに あ 

ります、 あと 何 階あります、 場所 は、 おさらいの 会場 

は。 - 

「おさらい …… おさらいなん かありません わ。」 

「ええ。」 

ビル ジン グの 三階から、 ほうり 出された ようで ある- 

「しかし、 師匠 は。」 



だけれ ど、 おさらいの 看板ぐ らい は 形で わかります か 

らね、 叱られ やしないと 多寡 をく くって、 ふらふらと 

入って 来ました がね。 おさらい や、 おおさえ や、 そん 

さんばそう 

な もの は 三番 叟 だって、 どこに も、 やって やしません 

のさ。」 

「は あ。」 

とば かり。 

「お前さん も、 おさらいに おいでな すった という 処で 

見る と、 満 ざら、 私 も 間違え たんじ ゃァ ありま せんね 

は 

ことによ つたら、 もう 刎ねつ ちまつ たん じゃあり ませ 

ンゝ - 

んカ 」 



さあ …… 

「成程、 で、 その 連中で ない とすると、 弱った な あ。 

…… 失礼 だが、 まるっきりお 見 それ 申した がね。」 

力 力 

「ええ、 ええ、 ごもっとも、 お 目に 掛 つたの は 震災ず つ 

よくば 

と 前で ござんす もの。 こっち は、 商売、 慾 張って ます 

から、 両三 度 だけれ ど 覚えて います わ。 お分りに なら 

はず 

ない 害 …… 」 

と 無雑 作な 中腰で、 廊下に、 斜に向 合った。 

「吉 原の 小浜屋 (引手 茶屋) が、 焼 出された あと、 

なかの ちょう はまちよう 

仲 之 町 をよ して、 浜 町で 鳥 料理 を はじめました。 そ 

れさ、 お前さん、 鶏卵と、 玉子と 同類の 頃なん だよ。 



と .？ 

京 千代さん の、 鵪 さんと、 一座で、 お前さん おいでな 

すった …… 」 

「ああ、 そう …… 」 

夢の ように 思 出した。 つれだつ たという …… 京 千代 

のお 京さん は、 もと その 小 浜屋に 芸妓の 娘 分が 三人 

あった、 一番の 年若で。 もう その 時分 は、 鴒の 細君で 

じゅんのすけ 

あった。 鴒氏 —— 画 名 は 遠慮しょう、 実の 名 は 淳之助 

である。 

( —— つい、 今し がた 銀座で 一所に 飲んで いた II ) 

この場合、 うっかり 口へ 出そう なの を、 ふと 控えた 

おんな 

の は、 この 婦が、 見た 処の容 子 だと、 銀座へ 押 掛けよ 



と莞爾 する。 

「おさらい は 構わない が、 さ、 さしあたって、 水の 算 

段 は あるまい か、 一 口で もい いんだが。」 

まっか 

「おひや。 暑そう ね、 お前さん、 真 赤に なって。」 

お-つぎ 

と、 扇子 を 抜いて、 風 をく れつつ、 

「私 も 暑い。 赤いで しょう。」 

「しん は 青くな つ てい るんだ よ …… 息が 切れて 倒れ そ 

うでね。」 

「おひや、 あります よ。」 

「有ります か。」 

「もう、 二階ば かり 上の 高い 処に、 海老 屋の 屋根の 天 



水 桶の 雪の 遠見って のが ありました。」 

ど う き 

「聞いても 飛 上りたい が、 お 妻さん、 動悸が 激しく つ 

て、 動く と嘔 きそう だ。 下へ も おりられな いんだよ。 

恩に 被る から、 何とか 一 杯。」 

「おっしゃるな。 すぐに 算段 をし ますから。 まったく- 

いやに 蒸す ことね。 その 癖、 乾き 切って さ。」 

とつい と 立って、 

まこも 

「五月雨の …… と 心 持で も 濡れましょう。 池の 菰に 

かきつ ばた 

水まして、 いずれが、 あやめ 杜若、 さだかに それと、 

よし 原に、 ほど 遠から ぬ 水神へ …… 」 

おうぎ 

扇子 をつ かって、 トン トンと 向う の 段 を、 天井の 巣 



る。 

すまい 

( —— 同町 内と いうで はない が、 信 也 氏 は、 住居 も 近 

所で、 鴒 画伯と は 別懇 だから、 時々 その 細君の 京 千代 

に、 茶の間で 煙草 話に 聞いて いる —— ) 

小 浜屋の 芸妓 姉妹 は、 その 祝宴の 八 百 松で、 その 京 

千代と、 —— 中の 姉のお 民 —— (これ は 仲 之 町 を 圧し 

こまた 

て 売れた、) II 小股の 切れた、 色白な のが 居て、 二人 

はやし れんじし 

で、 嚨子を 揃えて、 すなわち 連 獅子に 骨身 を 絞った と 

たけな わ 

いうのに —— 上の 姉の このお 妻 はどうだろう。 興 酣 

しおどき かか あ 

なる 汐時、 まの よろし からざる 処へ、 田舎の 媽々 の 



肩 手拭で、 引 端折りの 薷 麦き リ色、 草 刈 籠の きりだめ 

から、 へぎ 盆に 取って、 上客から ずらり と 席順に 配つ 

て 歩行いて、 「くいなせ えましょう。」 と 野良 声 を 出し 

たの を、 何 だと まあ 思います？ 

( —— 鴒の 細君 京 千代のお 京さん の 茶の間 話に 聞いた 

の だが —— ) 

つぶし 餡の 牡丹餅 さ。 ために、 浅から ざる 御 不興 を 

蒙った、 そうだろう。 新 製 売出し の 当り 祝に つぶし 

は 不可い。 のみならず、 酒宴の 半ばへ 牡丹餅 は 可笑し 



かのお 職が 命まで 打 込んで、 上り藤の 金紋 のつ いた 手 

たてお やま 

車で、 楽屋 入 を させた という、 新派の 立 女形、 二枚目 

を 兼ねた 藤 沢 浅次郎 に、 よく i: ていたの だそう である。 

あいびきに は 無理が 出来る。 いかんせん 世の 習， -で 

ある。 いずれ は 身の つまりで、 遁げて 心中の 覚悟 だつ 

た、 が、 華厳の滝へ 飛込んだ リ、 並木の 杉で ぶら 下ろ 

おやま 

うな どと いうので はない。 女形、 二枚目に 似たり とい 

しょ-つぎた い 

えど も、 彰義隊 の 落 武者 を 父に して 旗本の 血の 流れ 

淙々 たる 巡査で ある。 御 先祖の 霊前に 近く、 覚悟 はよ 

いか、 嬉し ゆう ござんす、 お 妻の 胸元 を剌 貫き —— 

サ アベル 

洋刀か —— はてな、 そこまで は 聞いて おかない —— 返 



えんげんち ず し ようごう 

えり を、 美術の 淵源 地、 荘厳の 廚 子から 影 向した、 

によ ぼ さ つ 

女 菩薩と は 心得ず、 ただ 雷の 本場と 心得、 ごろごろ さ 

あだな 

ん、 ごろさん と、 以来 かの おんな を 渾名した。 —— 嬰 

児が、 二つ 三つ、 片口 をき くように なると、 可哀相に、 

いつ どこで 覚えた か、 ママ を 呼んで、 ごよ ごよ ちゃん、 

ごよ ちゃ ま。 

じつげつせ いちゅう やのお リ わけ 

〇 日月 星 昼 夜 織 分 —— ノ J ろからの 夫婦 暄 嘩に、 なぜ、 

かかさん をぶ たしゃん す、 もうかん にんと、 ごよ ごよ 

ごよ、 と 雷の 児が 泣いて 留める、 件の 浄瑠璃 だけ は、 

一 生の 断ち もの だ、 と 眉に も頰 にも 皺 を 寄せた が、 の 



ぞ めば 段 もの 端 唄と いわず、 前垂 掛けで、 朗に、 ま 

たしめ やかに、 唄って 聞かせる お 妻な のであった。 

前垂 掛 II そう、 髪 も いぼじり 巻 同然で、 紺の 筒袖 

で 台所 を 手伝いながら —— そう、 すなわち 前に 言った、 

浜 町の 鳥 料理の 頃、 鴒 氏に 誘われて 四 五 度 出掛けた。 

お 妻が、 わが 信 也 氏 を 知った という は そこなの である。 

が、 とりなり も 右の通りで、 ばあや、 同様、 と 遠慮 を 

する の を、 鴒 画伯に 取って は、 外戚の 姉 だから、 座敷 

さかずき 

へ 招 じて 盃 を かわし、 大分い けて、 ほろ りと 酔う と、 

誘えば 唄い もし、 促せば、 立って 踊った。 家元が どう 

の、 流儀が どうの、 合方の 調子が、 あのの、 ものの、 



紛れた。 II 

きりょう も、 いろ も、 雪 おんな …… 

ず どんと 鳴って、 壁が 揺れた。 雪見 を 喜ぶ 都会人で 

すべ す さま 

も、 あの 屋根 を、 にる、 軒し ずれの 雪の 音 は、 凄じい の 

を 知って 驚く …… 春の 雨 だが、 ざん ざ 降りの、 夜 ふけ 

しのび ごま 

の 忍 駒だった から、 かぶ さった 雪の、 その 落ちる、 雪 

の その 音 か、 と 吃驚した が、 隣の 間から、 小 浜屋の 

おかみ ふすま 

主婦が 襖をド シンと 打った のが、 古家 だから、 床の 壁 

やな リ 

まで 家 鳴 をす るまで 響いた ので ある。 



浜 町の 鳥屋 は、 すぐ 潰れた。 小浜屋 f 家 は、 世田ケ 

谷の 奥へ 引 込んで、 唄 どころ か、 おとずれ もなかった 

ので ある。 

(この 話の 中へ も、 関東 ビル ジン グの 廊下へ も、 もう 

すぐ、 お 妻が、 水 を 調えて 降りて 来よう。) 

まだ 少し 石の 段の 続きが ある。 

—— お 妻と お 民と 京 千代と、 いずれも 養女で、 小 浜 

屋の 芸妓 三人の 上に、 おお あねえ、 すなわち、 主婦 を、 

お 来と いった —— (その 夜、 隣から 襖 を 叩いた 人 だが、) 

これに、 伊作と いう 弟が ある。 うまれからの 廓 もの 

といえ ども、 見識が あって、 役者の 下端 だの、 封 巾 間の 



(お 京さん の 茶の間 話に 聞く ので ある。 ) 

鴒の 細君の 弱った の は、 爺さんが、 おしきせ 何 本 か 

で、 へべ つた あと、 だるいだ るい、 うつむけに 畳に 伸 

あしうら や 

びた 躕 を 踏ませられる。 …… ぴたぴ たと 行る うちに、 

草臥れる から、 稽古の 時に なまける のに、 催促 をされ 

い きづ え 

ない 稽古 棒 を 持 出して、 息 杖に つくの だそう で。 …… 

もど リ かご かい 

これで 戻 駕籠で も 思 出す か、 善玉の 櫂で も 使えば 殊勝 

だけれ ども、 疼痛 疼痛、 「お 京 何 をす る。」 …… はずん 

たまのり 

で、 脊骨 …… へ 飛 上る。 浅 草の 玉 乗に 夢中だった の だ 

はげあたま コ ム 

そうで ある。 もっとも、 す ペリと 円い 秀 頭の、 護謨、 

護謨と したのに は、 少な か らず 誘惑 を感 じた もの だと 



いう。 げ ええ。 大 なおく び、 —— これに 弱った —— 

li- 厭 だな あ、 臭い、 お爺さん、 得なら ぬに おい、 とい 

てづく 

うの は 手製り の 塩辛で、 この 爺さん、 彦兵衛 さん、 む 

かし 料理番の 入婿 だから、 ただ 同然で、 でっち 上る。 

「友さん 腸 をお いて 行きね え。」 婆さんの 方で ない、 

安達 ケ 原の 納戸で ないから、 はら ごもり を 割く のでな 

かつお いか なまむ ぎ あじ 

い。 松 魚 だ、 鯛 だ。 烏賊で も 構わぬ。 生 麦の 鰺、 佳品 

である。 

うおと も あにい おぼしめ 

魚 友 は 意気な 兄哥 で、 お来さん が 少し 思 召しが ある 

とび つ か 

ほどの 男 だが、 鳶 のように 魚の 腹 を 握まねば ならない。 

わた なまね ぎ こ 

その 腸 を 二 升 瓶に 貯える、 生 葱 を 刻んで 捏ね、 七色 唐 



矢 藤 老人 —— ああ、 年を取った 伊作 翁 は、 小 浜屋が 

流転の 前後 —— もともと 世 功 を 積んだ 苦労人で、 万事 

しょ-つぎ 

じょさい のない 処で、 将棊は 素人の 二 段の 腕 を 持ち、 

碁 は 実際 初段うて た。 それ 等が たよりで、 隠居 仕事の 

寮番 という 処を、 時流に 乗って、 丸の 内 辺の 某 倶楽部 

を預 つて 暮 したが、 震災の ために、 立 寄った その 樹の 

蔭 を 失って、 のちに 古 女房と 二人、 京 橋 三十 間 堀 裏の 

バラック 建の アバ アトの 小 使、 兼 番人で 柁 しく 住んだ。 

身辺の 寒さ 寂し さよ。 ：：•• 霜月 末の 風の 夜 や ：：： 

やぶれぶ とん おきごたつ あご うず 

破 蒲団の 置炬 爆に、 歯の 抜けた 頤を 埋め、 この 奥に 目 

力す ， ^たず た. R く ほ 

あり 霞めり。 —— 徒らに 鼻が 隆く 目の 窪んだ 処 から、 



まだ 娑婆気の ある 頃 は、 暖簾に も 看板に も (目 あり) 

せんべ い 

とかいて、 煎餅 を 焼いて 売り もした。 「目 あり 煎餅」 勝 

まじな い 

負 事 をす る ものの 禁 厭になる と、 一時 弘 まった もので 

ある。 —— その 目 をし よ ぼしょ ぼ さして、 長い 顔 を そ 

の 炬燧に 据えて、 いとせ めて 親 を 思 出す。 千 束の 寮の 

やみの 夜、 おぼろの 夜、 そぼ そぼと ふる 小雨の 夜、 狐 

の 声 もしみ じみと 可 懐い 折から、 「伊作、 伊作」 と 女の 

音で、 扉で 呼ぶ。 

「婆さん や、 人が 来た。」 「うう、 お爺さん」 内職の、 

ようじ つじうら おび 

楊枝 を 辻占で 巻いて いた 古 女房が、 怯えた 顔で —— 「話 

に 聞いた 魔 もので はない かのう。」 とおつ かな 吃驚で 



扉 を 開ける と、 や あ、 化けて 来た。 いきなり、 けらけ 

まるまげ 

らと 笑った の は 大柄な 女の、 くずれた 円鬍の 大年増、 

しつ ぼ しまこ もん 

尻尾と 下腹 は 何 を 巻いて かくした か、 縞 小紋の 糸が 透 

いて、 膝へ 紅 裏のに じんだ 小袖 を、 ほとんど 素 膚に着 

たのが、 馬 ふんの 燃える 夜の 陽炎、 ふか ふかと 湯気の 

立つ、 雁 もどき と、 _^篛 の 煮込のお でんの 皿 盛 を 白く 

吐く 息と ともに、 ふうと 吹き、 四 合壜を 片手に 提げて 

「ああ 敷居が 高い、 敷居が 高い、 (鳥居 さえ 飛ぶ 癖に) 

階 子 段で 息が 切れた。 若旦那、 お 久し ゆう。 てれ かく 

しと、 寒さ 凌ぎに 夜な しお でんで 引 掛けて 来た けれど、 

おお 寒い。」 と 穴から 渡す ように、 丼 をのせ ると ともに、 



の 年齢で、 馬鹿々々 しい、 二人とも、 とやに ついて、 

どっと 寝た。 青 森の 親元へ 沙汰 をす る、 手当 薬療、 息 

子の 腰が 立つ と、 手が 切れた。 むかいに 来た 親 は、 

善 知 鳥、 うとうと、 なきながら 子 を くわえて 版って 行 

く。 片翼 になって 大道に 倒れた 裸の 浜 猫 を、 ぼての 魚 

屋が 拾って くれ、 いま は 三 河 島 辺で、 そのば さら 屋の 

阿媽 だ、 と 煮 こごりの、 とけ 出した ような、 みじめな 

とぎ 

身の上 話 を 茶の 伽に しなが ら II よぼよぼ の 若旦 那が 

—— さすが は 江戸前で ちっとも めげ ない。 「五 もく の 

師匠 は、 かわい そうだ。 お前 は芸は 出来る の だ。」 「武 

芸 十八 般 一通り。」 と 魚屋の 阿媽 だけ、 太刀の 魚 ほど 



へ、 酒の 継 足しに 出た、 というが、 二人とも 炬燒の 谷 

へ 落 込んで、 朝まで 寝た。 —— この 挿話に 用が あるの 

は、 翌朝 かえりがけのお 妻の 態度で ある。 りりしい 眉 

毛 を、 とぼけた 顔して、 

「 —— 少しば かり、 若旦那。 …… あまりと いえば、 お 

ん ぼろで、 伺いた くても 伺えな し、 伺いたくて 堪らな 

いし、 損料 を 借りて 来ました から、 肌の ものまで。 … 

…ちょっと、 それにお 恥 かし いんだけ ど、 電車賃 …… 」 

(お 京さん から、 つい 去年の 暮の事 だとい つて、 久し 

く 中絶え たお 妻のう わさ を、 最近に 聞いて いた。) 



か。」 

「いいえ。」 

「途中で、 連中ら しいので も 見ません か。」 

「人ッ こ 一 人、 …… 大 びけ 過ぎより、 しんとして 薄 気 

味の 悪い よう。」 

まちがい 

「はてな、 間違で はな かろうが、 …… 何しろ、 きみ は、 

ちっとも その 方に 引つ かかり はない のでした ね。」 

「ええ、 私 は 風 来 ものの 大気 紛れさ、 というう ちに も、 

そうそう I 」 

りょうひじ ほおづえ 

中腰の 膝へ、 両肱 をつ いた、 頰 杖で。 

「じかで はなく つても —— 御 別懇の 鴒 先生の、 お 京 さ 



んの姉 分 だから、 ご存じ だろうと 思います が …… 今、 

芝、 明 舟 町で、 娘さんと 二人で、 お 弟子 を 取って いま 

す、 お 師匠さん、 …… お 民さん のね、 …… まあ、 先生 

方が お聞きな すって は 馬鹿々々 しいか も 知れません が、 

…… 目 を 据える、 生命が けの 事が ありまし てね、 その 

事で、 ちょっと、 切ッ つ、 はッ つも やり かねない といつ 

いきおい 

た 勢で、 だら しがない けど も、 私が さ、 この 稽古 棒 

(よっかけ て 壁に あり) を 槍、 鉄棒で、 対 手 方へ 出向い 

たんで ござんす がね、 —— 入費 はお 師匠さん 持 だから、 

乗 込み は、 ついその 銀座の 西 裏まで、 円 タク さ。 

—— 呆れ もしない、 目 ざす 敵 は、 喫茶店、 カフェ ー 



ふと > 一ろ あ い 

向いたら 一口、 こんな 懐中 合 も 近来め つたに ない 事 だ 

し、 ぶらぶら 歩いて 来ました ところが、 —— ここの 前 

さ、 お前さん、」 

と 低い が 壁 天井に、 目 を 上げつつ、 

「角 海老 に似てい ましょう、 時計台の あった 頃の、 … 

…ちょっと、 当世 ビル ジン グの 御前 様に 対して、 こう 

いって は 相 済まない けど も。 …… 熟と 天頂の 方 を 見て 

いますと ね、 さあ、 …… 五 階 かしら、 屋の 棟に 近い 窓 

に、 女の 姿が 見えました。 部屋着に、 伊達巻と いった 

じょうだん 

風で、 いい、 おいらんだ。 …… 串戯じ やない。 今時 そ 

んな 間違いが ある もの か。 それとも、 おさらいの 看板 



いしょ-つ 

が 見える から、 衣裳 をつ けた 踊 子が 涼んで いるの かも 

分らない、 入って 見ようと。」 

「ああ、 それで …… 」 

「で ござん さあね。 さあ、 上っても 上っても。 …… 私 

い や うらばし ご 

も 可 厭に なって しまい ましてね。 とんとんと 裏 階 子 を 

駆 下りる ほど、 要害に 馴れて いません から、 うろうろ 

気味で 下りて 来る と、 はじめて、 あなた、 たった 一人。」 

「だれか、 人が。」 

きま 

「それが、 あなた、 こっちが 極り の 悪い ほど、 雪の よ 

まる はぎ 

うに 白い、 後 姿で もって、 さっきの おいらん を、 丸剝 

にした ような のが、 廊下に ぼんやりと、 少し 遠見に… 



ありまし てね。」 

うちわ 

信 也 氏 は 思わず 内 端に 袖 を 払 つ た。 

「見た 時 は、 もっとも、 気 も ぼつと しました から。 今 

思う と、 —— ぞっ こん、 これが、 目に しみついて いま 

すから、 私が 背負って いる …… 雪 おんな …… 」 

(や、 浜 町の 夜更の 雨に —— 

…… 雪 おんな …… 

唄い さして、 ふと 消えた。 …… ) 

「9 …… 雪 おんな。」 

「ここに 背負って おります わ。 それに 実に、 見事な 絵 

で ござんす わ。」 



と、 肩に 斜な その 紫 包 を、 胸で といた 端 もき れいに、 

ひじ なぴ えもん つま きちん 

片手で 捧げた 肱に 靡いて、 衣紋 も 棲 も 整然とした。 

「絵です か、 …… 誰の 絵なん です。」 

「あら、 御存じない？ …… あなた、 鴒 先生の じゃあり 

ません か。」 

「ええ、 鴒 君が、 いつね、 その 絵 を。」 

(いま まだ、 銀座 裏で 飲んで いよう、 すました 顔して、 

ちょ-つし 

すくす くと 铫 子の 数 を 並べ て。 ) 

「つい 近頃 だと 言います よ。 それ も、 わけが ありまし 

てね、 私が 今夜、 —— その 酒場へ、 槍、 鉄棒で 押 掛け 

たといい ました。 やっぱり その 事で おかきな すつ たん 



う。 …… 人間同士、 構 やしません。 いえ、 そこ どころ 

じゃあない、 私 は 野宿 をし ましてね、 変 だと も、 おか 

しいと も、 何とも 言いよう のない、 ほほ ほ、 男の 何 を 

飾った 処へ、 の たれ 込んだ 事が あります わ。 野中のお 

堂 さ、 お前さん。 …… それから 見り や、 —— おや 開か 

か 力 

ない、 鍵が 掛 つてい ます かね、 この 扉 は。」 

「無論だろう ね。」 

「圧して みて 下さい。 開きません？ ああ、 そうね、 

あなたが なすつ て 〔# 「なすって」 は 底本で は 「なすって 匕 

まじな い 

は 御身 分 がら …… お待ちな さいよ、 おつな 呪禁が あり 

ますから。」 



ぐ。 

「いえね、 お前さん 出来る わけが あります の。 …… そ 

の 野宿で 倒れた 時 さ II 当に して 行った 仙 台の 人が、 

青 森へ 住 替えた というので、 取りつ く 島から また 流れ 

て、 なけなしの 汽車のお 代。 盛 岡と かいう 処で、 ふつ 

と 気がつく と、 紙 入がない、 切符が なし。 まさか、 風 

体を視 たって 箱 仕事 もしますまい。 間抜けで 落した と 

気がつく と、 鉄道へ 申し訳が ありません。 どうせ、 恐 

入る もの を さ、 あとで 気がつけば 青 森へ 着いて からで 

も 御沙汰 は 同じ だもの を、 ちっとで も 里数の 少ぃ 方が 

お詫が しいいだろう でもって、 馬鹿 さが 堪らない。 お 



おかめが 背負った ように、 のめって いますと、 (姉さん 

一緒にお いで。 —— ) そういって、 堂の わきの 茂りの 

中から、 大方、 & 方の 枝道 を 伝って 出た と 見えます。 

しま ひとえ 

うす 青い 縞の 浴衣 だか 単衣 だか、 へ こ 帯の ちょい 結び 

ほお かぶ リ かぶ 

で、 頰被 をした のが、 菅笠 をね、 被らずに、 お前さん、 

背中へ 掛けて、 小さな 風呂敷 包みが その 下に あるら し 

い …… から 脛の 色の 白い のが 素足に 草鞋ば きで、 竹の 

杖 を 身軽に ついて、 すっと 出て 来て さ、 お前さん。」 

お 妻 は、 踊の 棒に 手 を かけた が、 

「 …… 実は、 夜食 をと り はぐって、 こっち も 腹が すい 

て 堪らない。 堂に お供 物の 赤飯で も あり はしない か、 



とそう 思って 顋 いて、 お前 を 見たん だ、 女 じ や 食われ 

かわいそう 

ない、 食い もしょうが 可哀相 だ、 といって 笑う のが、 

まだ 三十 前、 いいえ 二十 六 七と も 見える 若い 人。 もう 

少し 辛抱お しと、 話しながら 四 五町、 土橋 を 渡って、 

えの き うち とッ つき 

稷と 柳で 暗くなる と、 家が あります。 その 取 着ら し 

いのの 表 戸 を、 きしきし、 その 若い 人が やる けれど、 

開きますまい、 あきません。 その 時 さ、 お前さん ちょつ 

と 捜して、 藁す ベ を 一本 見つけて。」 

ことば 

お 妻 は 懐紙の 坊さん (その 言 に 従う) を 一人、 指に 

たな そこ 

つまんで いった。 あと 連 は、 掌 の 中に、 こそこそ 縮 

まる。 



「それでね、 あなた、 そら、 かなの、 ※ 〔# 「耳」 を 崩 

した 変体仮名 「に」、 136-1U 形の、 その 字の 上 を、 まるい 

ように、 ひょいと 結んで、 (お開け、 お開け。) と 言い 

ますと ね。」 

みまも 

信 也 氏 は その 顔を瞻 つて、 黙然と して 聞いた とい 

うので ある。 

「 —— 苦 もな く 開いた わ。 お前さん、 中 は 土間で、 腰 

掛 なんか、 台が あって …… 一膳め し屋 というの が、 腰 

障子の 字に も 見える ほど、 黒い 森 を、 柳す かしに、 青 

く、 くぐって、 月 あかりが、 水で 一 漉し 漉した ように 

映リ ます 



目 も 夜鳥ぐ らい 光る と 見えて、 すぐにね、 あなた、 

丼、 小鉢、 ぉ櫃を 抱えて、 —— 軒下へ、 棚から 落した 

ように 並べて、 ね、 蚊 を 払い (おお、 飯 はから だ。) (お 

菜漬 だけで も、) 私 も そこへ 取 着き ましたが、 きざみ 

昆布、 雁 もどき、 鰊、 焼豆府 …… 皆、 ぶんと むれ 臭い。 

おおす うんき 

(よした、 よした、 大餒 えに 餒ぇ ている。 この 温 気 だと、 

命 仕事 だ。) (あなた や …… 私 はもう 我慢が 出来ない、 

お 酒 はどう。) …… ねえ、 お前さん。 —— 

ひも じ 

(酒 はいけ ない。 飢ぃ 時の 飯粒 は、 天道 もお 目 こぼし、 

姉さんが 改札口で 見つからなかった も 同じ だが、 酒と 

なると 恐 多い …… ) と 素早い こと、 さっさ、 と片 づけ 



まあ、 戸 を 開放し のま ま、 敷居 際、 燃しつ けて 焼 くん 

かどび のんき 

だもの、 呆れました。 (門火、 門火。) なんのと、 呑気 

な もので、 (酒 だと 燜 だが、 こいつ は 死人 焼 だ。 このし 

ろでなくて 仕 合せ、 お 給仕 をしょう か。) …… がつがつ 

私が 食べる うちに、 若い 女が、 一人、 炉端で、 うむと 

胸 も 裾 も あけ はだけ で 起 上りました。 あなた、 その 時、 

火の 誘った 夜風で、 白い 小さな 人形が むくり と 立った 

じゃありません か。 ぼんと 若い 人が、 その 人形 を もろ 

に 倒す と、 むこうで、 ばつたり、 今度 は、 うつむけに 

また 寝ました。 



ひね 

驚きました わ。 藁を检 つたよう な 人形で さえ、 そん 

わざ 

な 業 をす るんだ もの。 …… 活き たもの は、 いざと なる 

おそろし 

と、 どんな 事 をしょう も 知れない、 可 恐い ようね、 え 

え 9 もう 行って る、 寝込の 御飯 を さらって 死 

人 焼で 目剌を —— だって、 ほほ ほ、 まあ、 そうね …… 

いえね、 それにつ いて、 お前さん —— あなたの 前 だ 

けど も、 お 友 だち の 奥さん、 京 千代さん は、 半玉の 時 

分、 それ はいけ ずの、 いたずら でね、 なかの 妹 (お 民 

びょうぶ 

をい う) は、 お 人形 を あっかえ ばって、 屛風を 立てて、 

か いまき 

友 染の搔 巻で おねん ねさせたり、 枕 を 二つなら ベたり、 



だから、 船底 を 傾けて 見ます とね、 枕許 を 走って る、 

長い 黒髪の、 白い きものが、 球に 乗って、 …… くるり 

と 廻ったり、 うしろへ 反ったり、 前へ、 にったり、 あら- 

ぼん ぼ）' くわ 

大きな 蝶が、 いくつ も、 いくつ も 雪洞の 火を啣 えて 踊 

る、 ちらちら 紅い 袴が、 と 吃驚す ると、 ぉ囉 子が 雛壇 

で、 目 だの、 鼓の 手、 笛の 口が 動く と 思う と、 ああ、 

遠い 高い 処、 空の 座敷で、 ィャァ と 冴えて、 太鼓の 掛 

声、 それが 聞 覚えた、 京 千代ち い 姐。 

…… ものの 形 をした もの は、 こわい ように、 生きて 

います わね。 



—— やがて だ わね、 大きな 樹の 下の、 暇から 入口の、 

うまや 

牛小屋 だが、 腐 だかで、 がたん がたん、 騒し い 音が し 

ました。 すっと 立って 若い 人が、 その 方へ 行き まし 

おがら もえ 

たつけ。 もう 返った 時 は、 ひっそり。 苧 殻の 燃さし、 

藁の 人形 を 揃えて、 くべ て、 逆縁な がらと、 土瓶 をし 

たんで、 ざ あ、 ちゅうと 皆 消える と、 夜 あらしが、 颯 

まっくら 

と 吹いて、 月が 真暗に なって、 しんとす る。 (行き ま 

しょう、 行きましょう。) ぞっと 私 は 凄くな つて、 若い 

ひっぱ 

人の 袖 を 引 張って、 見 はるかし の 田 畝 道へ。 …… ほつ 

として、 

(聞かして 下さい まし、 どんなお 方)。 



も 振れ 大 へへ へへ へへ 
う 向た び 話キ男 ； 森 あ 私 
朝い よけに ャの ； のな 力、 
もてう 過 聞ァ勢 ； 祠 た」 
や もな ぎい ごだ ； の J 



こんせいみ ようじん 

金 勢 明 神。) 



) 

。) 



た 振袖 新造が —— 台の もの あらしと いつ て、 

に 女郎屋の 廊下へ 出ました と —— 狸に 抱か 

声 を 出して、 夢中で 小一 町 駆 出し ましたが、 

、 立って 待っても、 影 も 形 も 見えません、 

が 白んで 来ました。 



おんな、 雪女郎の、 …… 手 も 袖 もま だ 見ない、 膚 であ 

いた 室で ある。 

ひとま よう 

一 室 —— ここへ 入って からの 第二の …… 第三の 妖は 
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